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成年後見制度における診断書作成の手引

本人情報シート作成の手引

最高裁判所事務総局家庭局



はじめに

成年後見制度は， 自己決定の尊重，残存能力の活用， ノーマライゼーションといった新

しい理念を取り入れ, #平成12年4月，民法の改正により導入されました。制度の導入に

当たり，最高裁判所は，利用者の便宜に資するよう，本人の事理弁識能力（自分の行為の

結果について合理的に判断する能力）についての判断資料として用いられる診断書の書式

を作成し，その後，幅広く利用されてきました｡

そのような中，平成28年5月，成年後見制度の利用の促進に関する法律が施行され，

平成29年3月には，成年後見制度利用促進基本計画（以下「基本計画」という｡）が閣議

決定されました。基本計画においては，政府は，医師が診断書等を作成するに当たって，

福祉関係者が有している本人の置かれた家庭的・社会的状況等に関する情報も考慮できる’

よう,診断書等の在り方について検討するとともに，本人の状況等を医師に的確に伝える

ことができるようにするための検討を進めることとされています。このような基本計画の

内容を踏まえ，今般，最高裁判所においても，医師が家庭的？社会的状況等に関する情報

も踏まえて行った医学的判断をより的確に表現することができるよう，従前の診断書の書

式を改定するとともにト福祉関係者が本人の生活状況等に関する情報を記載し，医師にこ

れを伝えるためのツールとして，新たに「本人情報シート」の書式を作成することとしま

した。

この手引は， このような観点から改定された診断書及び新たに導入される本人情報シー

トを作成する際に参考としていただくために，成年後見制度の概要を説明した上で，各書

式についての記載ガイドライン及び複数の記載例を掲載しています。

新しい診断書の書式及び本人情報シートの作成に当たっては，認知症や障害がある方の

各関係団体や，医療・福祉に携わる関係団体から有益な御意見をいただきました。特に，

各書式についての記載ガイドライン及び記載例を作成するに当たっては，公益社団法人日

本医師会,公益社団法人日本社会福祉士会及び公益社団法人日本精神保健福祉士協会から，

専門的な知見に基づく御助言をいただきました。御協力いただいた皆さまには， この場を

借りて御礼を申し上げます。

今後も，実務の動向を見ながら，必要に応じて，修正を加えていきたいと考えておりま

すので，何卒よろしくお願い申し上げます。

平成31年4月

最高裁判所事務総局家庭局

本文の記述の一部を，最近の成年後見制度の運用を踏まえた表現に改めた。 （令和2年1月）

本文について，若干の表記上の修正を行った。 （令和2年12月）

診断書書式を改定するとともに,本文についても若干の表記上の修正を行った。 （令和3年10月）

』
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一成年後見制度について

1成年後見制度とは

認知症，知的障害，精神障害，発達障害などによって物事を判断する能力が十分

ではない方（ここでは｢本人」といいます｡）について,本人の権利を守る支援者(｢成

､年後見人」等）を選ぶことで，本人を法律的に支援する制度です｡，

※成年後見制度の種類

任意後見制度と法定後見制度があります｡

●判断能力が不十分になる前 → 「①任意後見制度」へ

●判断能力が不十分になってから→ ’｢②法定後見制度」へ

L、

両） 、任意後見制度

本人に十分な判断能力があるうちに,判断能力が低下しだ場合には,あらかじ

め本人自らが選んだ人(任意後見人)に,代わりにしてもらいたいことを契約(任

意後見契約）で決めておく制度です。
i

任意後見契約は‘公証人の作成する公正証書によ．って結ぶものとされています

ので，契約手続は公証役場において行います。

本人の判断能力が低下した場合に，家庭裁判所で任意後見監督人が選任されだ
初めて任意後見契約の効力が生じます。この手続を申し立てることができるのは，

本人やその配偶者’四親等内の親族任意後見受任者です。

／

任意後見契約締結

与

〕

I
等

L_雲裁判所に任意後見監督人選任の申立
抄」

1

任意後見監督人の選任 ｜
』
1I ’

ﾉノ

与

』
任意後見契約の効力発生I I

上 》

一

－．1－

1

判断能力の低下
皐負 一一ハ 』



②法定後見制度

本人の判断能力が不十分になった後，家庭裁判所によって，成年後見人等が選ば

れる制度です。本人の判断能力に応じて， 「補助」「保佐」「後見」の3つの制度が用

意されています。 ． I

法定後見制度の3種類
I

後見補助 保佐

1 1

判断能力が

欠けているのが

通常の状態の方

判断能力が

著し<不十分な方

判断能力が

不十分な方
対象となる方

／

借金，相続の承認など，

民法13条1項記載の

行為のほか，申立でによ
り裁判所が定める行為

成年後見人等が

同意又は取り消

すことができる

行為（※1）

申立てにより裁判所が

定める行為（※2）

原則としてすべての
p

法律行為

I 、 I
画

■

■

■

■

■

Ｂ

Ⅱ

Ｂ

■

●

l ロ

1 1

成年後見人等が

代理することが

できる行為

（※3）

ロ

申立てにより裁判所が

定める行為
、。

申立てにより裁判所が

定める行為．

原則としてすべての

法律行為

｜ ・・ ’ ’

※1 成年後見人等が取り消すことができる行為にば，日常生活に関する行為

（日用品の購入など）は含まれません。

※2民法13条1項記載の行為（借金，相続の承認や放棄，訴訟行為，新築や

増改築など）の一部に限り．ます。

※3本人の居住用不動産の処分については，家庭裁判所の許可が必要となりま

す。

、

※補助開始の審判,補助人に同意権・代理権を与える審判，保佐人に代理権を

与える審判をする場合には，本人の同意が必要です。

P

。

一

-ノ

〆

－2－



2手続の流れ

I I本人を支える福祉関係者
』

I
『
１
１
１
１
１
４
１
１
１
’
１
■

福祉関係者による本人情報シートの作成（※）
－一一一一 一＝－一一一一一一一 一一一＝■ 一一 一 一

呼

’ Iかかりつけ医又は精神科医

Ｌ
Ｐ医師に対する本人情報シートの提供

I
１
１
‐
Ｐ

医師による診断書の作成 ノ

，
＜

（

| 家庭裁判所I家庭裁判所

I:書 謹篝議皇順
ぐし

「・裁判所から事情をお尋ね与ることがあります(調査)。
、

|･本人の判断能力について鑑定を行うことがあり議す(別途費儒が
（ かかります｡)・ ノ

申立て

調査

鑑定

ﾐひ
、

ｌ

ノ

●後見等の開始の審判をすると同時に成年後見人等を選任します。審判

冨己 P

危認: 瘻鴬豐子 や
｜ 方や支援の仕方を考えて‘財産管理や介護入院などの契約につい
’ て，今後の計画と収支予定を立てます。必要に応じて，介護サービ

’ スの利用契約や施設への入所契約などを,本人に代わって行います。

’ ●成年後見人等には，原則として少なくとも年に1回，家庭裁判所

、に本人の生活や財産の状況などの報告を求めています。 ノ

後見事務

〃

｜ 市区町村に設置されている地域包括支援センターや中核機関社会福祉協議会，成年後見制度に関わる専｜

|門職の団体（弁護士会，司法書士会，社会福祉士会など）等に，成年後見制度を利用するための手続につい｜

：て，あらかじめ相談することができます。
,_________________________一____-.-.----___________________.__________________________________---.--2---．___-----_」

※本人情報シートの提出が難しい場合は，本人情報シートを提出することなく申立てを行うことが可能です。

－3－
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3文書の開示について

診断書及び本人情報シートは，原則として，当事者に対して開示,される扱いとな

ります(詳細は以下のとおりです｡)。診断書又は本人情報シートの作成に際しては，

この点に留意してください。

原則として開示（例外的に非開示）原則と例外

I む

当事者又は第三者の私生活又は業務の平穏を害する

おそれがあると認められるとき（※3）
D q c

U 、勺

’ ’ 1

当事者又は第三者の私生活についての重大な秘密が

明らかにされることにより,その者が社会生活を営むのに

著しい支障を生じ,又はその者の名誉を著しく害する

おそれがあると認められるとき（※4）

I

当事者(※1)から

開示の申出があった

場合

非開示の要件

E

ロ I 釦

I ●

事件の性質,審理の状況,記録の内容等に照らして，

当事者に開示することを不適当とする特別の事情が

あると認められるとき

1 1

不服申立て 開示を認めないとする結論に対して不服申立てができる。

原則と例外 原則として非開示（例外的に開示）
利害関係を疎明した

第三者(※2)から

開示の申出があった

場合

家庭裁判所(裁判官）が相当と認めるとき開示の要件

開示を認めないとする結論に対して不服申立て
4

はできない。
不服申立て

1 ．

※1 ．当事者とは,家庭裁判所の手続の申立人や,手続に参加した本人及び親族など

をいう。

※2第三者とは,手続に参加していない本人及び親族などをいう。

※3診断書を閲覧した当事者が押し掛けることが予想される場合の，診断医の住

居所や勤務先病院などがこれに当たる。

※4本人の病歴や犯罪歴が社会的に露呈されると，本人の社会生活に著しい支障

が生じるおそれがある場合などがこれに当たる．

I

－4－
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成年後見制度における診断書作成の手引
■■■■

■■■■■■

1 診断書の位置付け

（1）診断書の必要性について

家庭裁判所は，補助及び任意後見の利用開始に当たっては，医師の意見を聴か

なければならないとされておりますので，申立人に対して，申立害とともに，本

人の精神の状態について記載された医師の診断書の提出をお願いしています。

後見及び保佐については，原則として医師等の鑑定を必要とするとされていま

すが，診断書の記載等から明らかに必要がないと認められる場合には鑑定は不要

とされていますので，鑑定の要否を検討するためにも， まずは，補助・任意後見

の場合と同様，医師の診断書の提出をお願いしています。

※本人が診断を拒否しているなど，様々な事情によって診断書の作成・提出が困難な場合

には，診断書の添付がなくても申立てを行うことは可能です。その場合，多くのケースで

は， 申立人が鑑定を行うための費用を一時的に負担して手続が進められます。

※鑑定書を作成する上での留意事項（鑑定書書式･記載ガイドライン･記載例等）については，

「成年後見制度における鑑定書作成の手引」を参考にしてください（最寄りの家庭裁判所又

は後見ポータルサイト（ mur 」p ibankCuke『1 で入手することができます。 ） 。httPs

(2)診断書書式について．

成年後見制度は精神上の障害によって判断能力が低下している者を対象として

おり，家庭裁判所は，医師の作成した診断書等を参考に，本人について，精神上

の障害の有無や判断能力の低下の有無・程度について判断することになります。

家庭裁判所の審理に必要な情報は， 「診断書（成年後見制度用） 」の書式を利

用して診断書を作成していただく､ことによって記載することができます。本人や

親族等から依頼があった場合には，本書式を利用して診断書を作成いただきます

ようお願いします。

(3)診断書記載ガイドライン及び診断書記載例

診断書記載ガイドラインは，後見関係事件の手続で家庭裁判所が判断する際の

資料となる診断書の記載の-般的な基準を示したもので，それぞれの記載事項の

意味や記載の要領を示しています。

診断書記載例は，診断書を作成する上での参考とするために，後見等の手続に

おいて比較的多く現れると考えられる症例を想定して，診断書記載ガイドライン

に沿って作成したものです。

後見ポｰﾀﾙｻｲﾄ(https://www.courts"go.jp/saiban/koukenp/

書式」 (Word形式）のダウンロードができます。

)から， 「診断書

－7－



！’ 診断書作成の依頼があった場合

価かか 麺｛りつけの患者の場合 かかりつけの患者でない場合
P

r－－0I■ローーーーーーーーー一一ーーーー一一・‘■・ーーー一一､■■Dーーー一ロロローーーーーーーー一ー・ーーーーー一一一｡ーー‘一一ーー‘ー－一一一一ー一一

I本人情報シート（※手引27頁~参照）の提供を受けた場合は，診断への活用をご検討ください。 ’
’－－－－－－－－－－

1--~~､
－－口一一一匡F■－－－－ロー● 二一＝ ーｰ ■

I診察(1か月程度）これまでの診察を踏まえて対応する

． I

|以前には診察を受けていなかった場合であって ！

|も,おおむね1か月程度の期間， 2'3回程度の｜ ’
|診察で作成することが可能かご検討ください。

F一一一・■ロロ■・ロー・ー・一・一ー’一ーー一・一・■■一＝・■ﾛ■ーー・一一一一一ーーーー1

I J

I以前から本人を診察している医師が作成する ！
'場合や病状が明らかな場合には， 1回の診察｜

|で作成されることが想定されています。
‘ k

L-.---,...

~~~~~T~~~~~~~-一
I

'~~~~~~~~~~-~~~~T~~~~~-
ーーー

ノ

▽

の断書

艦専門医療機関を勧める

この診断書は，通常の診断書と同様,・当事者が医師に依頼して作成されるものであり，診断

書作成にかかる費用は，通常の診断書の場合と同様，当事者の負担となります。

成年後見のための診断書を作成する医師に資格等による限定はありませんが,､この診断書は,

本人の精神の状況について医学的見地から判断をするものですから，精神神経疾患に関連する

診療科を標桧する医師又は主治医等で本人の精神の状況に通じている医師によって作成され

るものと考えられます。

診断書の内容についてさらに確認したい点がある場合には家庭裁判所から問合せがあること

もありますが，診断書を作成した医師に成年後見の手続において証言を求めることは通常は想

定されません。

｛

－8－



2診断書の書式
（家庭裁判所提出用）

診断書(成年後見制度用）

号
1/2

－9－
裏面に続く

1 氏名 男・女

住所

I
● 0

年 月 日生（ 歳）．
' ､

｡ ｡ ●

2医学白蝋断
●

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 ）

所見観病歴,現症,重症度,現在の精神状態と関連する既往症・合併症など）

各種検査

長谷川式認知症スケールロ 点（ 年月 日実施） 口実施不可

MMSE □ 点（ 年 月 日実施） ロ実施不可
も

脳画像検査 口検査名： （ 年 月 日実施） ロ未実施
脳の萎縮または損傷等の有無

□あり ，

所見（部位・程度等） ：

□なし

知能検査 □検査名：

職果：

、 。

『 一 屯

（ 、
β 年 月 日実施） ．

その他 口検査名： （ 年 月 日実施）

幟果：
け 4

短期間内に回復する可能性

口回復する可能性は高い 口回復する可能性は低い． 口分からない

(特冒跨項）
f

j ~

3判断能力についての意見

口契約等の意味d内容を自ら理解し，判断することができる。
◆

口支援を受けなければ契約等の意味・内容を自ら理解し，判断すること力灘しい場合がある。
‘

0

口支援を受けなければ契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

口支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し， 判断することができない。

(意見)※慎重な検討を要する事情等が識しば｛記載してください。



五(家庭裁判所提出用）

判定の根拠

(1)見当識の障害の有無 ‘

ロ障害なし□ときどき障害力切られる口頻繁に障害力切られる□いつも障害力切られる

（ 〕
②他人との意思疎通の障害の有無

口問題なくできる □だいたいできる □あまりできない □できない

［ 〕
③理解力・判断力の障害の有無

。一人での買L物が
口問題なくできる □だいたいできる □あまりできない □できない

。一人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

ロ問題なくできる ロだいたいできる □あまりできない 口できない

〔 ］
④記憶力の鰐の有無

・最近の記憶側布や鍵の置き場所やり数分前の会話の内容など）について

口障害なし□ときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる
・過去の記憶(親族の名前や， 自分の生年月日など）について

口障害なし口ときどき障害力幹られる口頻繁に鰐力切られるロいつも障害がみられる

〔 ）
⑤その他(※上記以外にも判断能力に関して判定の根拠となる事項等があれば記載してください｡ ）

［ ］
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的･社会的な生活状況等）

〔 〕
※ 「本人情報シート」の提供を口受けた 口受けなかった

（受けた場合には，その考慮の有無考慮した事項等についても記載してください。 ）

〔 〕
年 月 日以上のとおり診断します。

病院又は診療所の名称・所在地

担当診療科名

キ日当医師氏名 印

【医師の方へ】
ず………･……■…■……･…･………･……･…ﾛ…･…･…･…･………………………………………｡｡…･･……｡｡…｡｡……･…･･････…｡｡……………………………………･･…･･………………･………＄

:※診断書の記載例等については，後見ボｰﾀﾙｻｲﾄ (https://wwwbcourts.go.jp/saiban/koukenP/)か；
； らダウンロードできますb

；※参考となる事項欄にある「本人情報シート」とは，本人の判断能力等に関する診断を行う際の補助資料とし：

； て，本人の福祉関係者が作成するシヘートですも提供があった場合は，診断への活用を御舞討ください。
：※家織ドﾘ所は，診断書を含む申立人からの提出書類等に基づき，本人の判断能力について判断します（事案：

； によって医師による鑑定を鋤することがありますb)｡
函........………….……………....…….....................….........……...................…..….....…....….............…........…........……..............................…...............................；

2厘 伶和3年10月胴
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3診断書記載ガイドライン

厨司

回(家庭裁判所提出用）
診断書（成年後見制度用）

1氏名 男・女

年 月 日生（ 歳）

住所

2医学的診断

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 〉

所見（現病歴現症，重症度，現在の精神状態と関連する既往症・合併症など）

各種検査

長谷川式認知症スケール､口 点
MMSE ロ 点
脳画像検査 口検査名：

脳の萎縮または損傷等の有無

ロあり

所見(部位･程度等） ：

年
年
年

日実施）

日実施）

日実施）

く
く
く

月
月
月

ロ実施不可

口実施不可

ロ未実施

口なし

知能検査 ロ検査名：
検査結果：

年 月 日実施）（
ノ

その他 ロ検査名：

検査結果：

年 月 日実施）（

短期間内に回復する可能性

口回復する可能性は高い

（特記事項）

ロ回復する可能性は低い 口分からない

3判断能力についての意見

口契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる。

口支援を受けなければ,契約等の意味･内容を自ら理解し,判断することが難しい場合がある6

口支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

口支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

(意見）※慎重な検討を要する事情等があれば，記載してください。

…

等1/2 裏面に続く

‐11‐



E~匡享雨謬罰
○診断名 ：

。 本人の判断能力に影響を与えるものについて記載してください（判断能力に影響のない内科的疾患等

の診断名を記載する必要はありません｡)。

・ 病院で通常に行われる程度の診察によって得られる診断名を記載していただければ十分であり，確定
診断が得られない場合には， 「～の疑い」という形で記載していただいても構いません。

－

､

~1

‐12‐

○所見 '6

・ 診断を導く根拠となる病状等について，その内容，発症の時期経過等を簡潔に記載して其ださい。

また，現病歴，現症，既往の疾患等のうち，現在の精神の状態に影響を与えるものがある場合も， この

欄に記載してください。

「

○各種検査

・ 診断書には，判断能力に関する医学的診断をする際の代表的な検査項目を掲げています。掲げられて
6

いる検査を行った場合には,その結果を記載してください。入院先等の検査結果を利用できるときは，

それを用いても構いません。 （※検査は,本人の症状に照らして，通常の診断を行う際に必要な範囲で行

っていただければ十分であり，診断書に記載されている検査を殊更に実施していただく必要はありませ
ん｡） ｡

・ 知能検査を行った場合には，その検査名（ウェクスラー式知能検査， 田中ビネー式知能検査など)，

検査年月日，検査結果について記載してください。その他の検査を行った場合も， 同様です。

二

『

○短期間内に回復する可能性

ー

･ 診断を導く根拠となる病状が短期間内（概ね6か月～1年程度）に回復する可能性について記載し

てください｡なお，特記事項欄には,回復可能性に関する判断根拠等について，必要に応じて記載し

ていただくことを想定しています（ただし，回復可能性が高い場合や，一般的な傾向とは異なる場合

等については，その理由について必ず記載してください｡)。
*

E一羽爾罷万1三石Fであ憲司

c β

○裁判所が本人の判断能力を判断するための参考となる意見を記載してください。なお,チェックボックス

へのチェックでは的確に意見を伝えられない場合や，更なる検査等が必要と考えられるなど慎重な検討を
"

要する事情等がある場合にば意見欄にその事情や理由についての意見を記載してください。

○当欄は,申立人が裁判所にどのような申立てをするのかの参考とすることが想定されており,一般的には，
以下のとおりの対応関係にあります（※申立てを受けた後，裁判官が診断書を含む申立人からの提出書類等

に基づき本人の判断能力を判断しますが， 事案によっては医師による鑑定を実施することがあります｡)。

。 「支援を受けなければ,契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することが難しい場合がある｣→補助類型の申立て

． 「支援を受けな'ﾅれば，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない」→保佐類型の申立て
■ ｢支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない」→後見類型の申立て

※なお， 「契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる」ときは，一般的には十分な
負

判断能力があり，後見制度の利用の必要はないものと見込まれます。
Q■

○チェックボックス中の「契約等」とは，一般に契約書を必要とするような重要な財産行為（不動産， 自動

里

凸

車の売買や自宅の増改築,金銭の貸し借り等）を想定しています。また， 「支援」とは,家族等の身近な人に

よって提供されることが期待される適切な援助行為を想定しており，具体的には，契約等の場面で家族等が

本人の反応や理解の程度を踏まえて，本人に分かりやすい言葉で説明をすることなどを想定しています。
本人に対して現実に提供されている援助行為の有無，内容等について調査していただく必要はありません。

､



ー

函

[函．(家庭裁判所提出用）

判定の根拠 一
(1)見当識の障害の有無 “ 一
口・障害なしロときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる

［
(2)他人との意思疎通の障害の有無

ロ問題なくできる ：ロだいたいできる □あまりできない □できない

（
(3)理解力・判断力の障害の有無

。一人での買い物が

ロ問題なくできる □だいたいできる □あまりできない □できない

・－人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

口問題なくできる ロだいたいできる □あまりできない pできない

（
(4)記憶力の障害の有無 一
・最近の記憶（財布や鍵の置き場所や，数分前の会話の内容など）について

ロ障害なしロときどき障害がみられる口頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる
｡､過去の記憶（親族の名前や， 自分の生年月日など）について

ロ障害なしロときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる

（
(5)その他（※上記以外にも判断能力に関して判定の根拠となる事項等があれば記載して‘ください。 ）●

（
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的・社会的な生活状況等）

［
※ 「本人情報シート」の提供を口受けた 口受けなかった

（受けた場合には，その考慮の有無，考慮した事項等についても記載してください。 ）

（

１
１

］

）
ヘ
刊
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
〆
・
・
、
、
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
〆
ヘ
ー
‐
１
‐
‐
１
‐
，
》

以上のとおり診断します。

病院又は診療所の名称・所在地

担当診療科名

担当医師氏名

年 月 日

印

【医師の方へ】
『･･.…｡。.･･････.･･･｡｡…｡｡.･･.････････…･･…。｡…････････….。.…････…｡.｡...｡.．.･･･…･…････..｡..．..．....。.………････．.,．.…．.....･･･..｡..．..････…...…..．.｡…･･･…．.…。.……･････……･････…･･･…･･･････････、

；※診断書の記載例等については，後見ポータルサイト (https://www.courts.go.jp/saiban/koukenp/)か：

： らダウンロードできます。

: ､※参考となる事項欄にある｢本人情報シート」とは,本人の判断能力等に関する診断を行う際の補助資料とし ；
． ． ；

； て，本人の福祉関係者が作成するシートです。提供があった場合は，診断への活用を御検討ください。

；※家庭裁判所は,診断書を含む申立人からの提出書類等に基づき，本人の判断能力について判断します(事案：

； によって医師による鑑定を実施することがあります｡)。
i........................….................….................……............….….......……...…....."..…............….....…............….…...……………….…..…….…..….….….….....…....“

2/2 (令和3年10月胸
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ﾛ■■■■■■■■■■

1頭
い。なお，チェックボックスへのチェックでは的確に意見を伝えられない場合や,チェックした上で付加

勺

的な説明を要する事情等がある場合には，チェックボックスの下の空欄にその事情等を記載して<ださ

い ◎ ．

ノ

ゴ

○ 「(4)記憶力の障害の有無」についてここでいう「最近の記憶」とは，近時記憶を指し， 「過去の記憶」とは，

遠隔記憶を指します。

P

○ 「(5)その他」については， (1)から(4)に関する記載では判断の根拠についての説明として十分ではない
､

ときに，判断能力に関する意見を導いた根拠を記載してください｡

蔭署正憲惠稽調 ミ
○判断能力についての意見を導く事情とまではいえないものの，本人の状態や生活状況に関して，裁判

所が把握しておいた方がよいと思われる事情があれば，その旨記載してください。

○家族や支援者等から本人情報シートの提供を受けた場合には,. 「受けた｣の欄にチェックをしてくださ

い。また，本人情報シートの記載を診断において考慮した点があれば，その内容等について記載してく

ださい（特段，考慮する点がなかった場合にも，その旨記載してください｡)。

-14-

唖 図
6

○診断結果及び判断能力についての意見を導いた根拠について， (1)から(4)の項目ごとに記載してくださ

断の根 処



4診断書記載例

モデル事例1 ：認知症(重度),施設入所【表面】

匿釦(家庭裁判所提出用）
診断書(成年後見制度用）

？、

子1/2 裏面に続く

－15－

②･女
』

1 氏名 ○○○○

○○○○年○ 月○日生（ 80 歳）
ず

住所○○県○○市○○町○○一○○
1

● ｡

● 少

2医学的診断

6 ヶ

、 P+

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 ）

レビー小体型認知症(DLB)
ﾔ も ｳ

所見（現病歴現症,重症度，現在の精神状態と関連する既往症・合併症など） 、

2015年頃より幻視が出現｡夕方などに「人が見える」と述べたり，夜間の睡眠中に誰かと言い

争っているような言動がみられるようになった。物の置き忘れが目立つようになり，簡単な計算
も出来なくなったためj; 2016年6月, A病院神経内科を受診｡DLBと診断された。かかりつけB

クリニックへ通院し治療を継続していた｡ 2018年頃には書字が困難となった。 2019年3月頃より

幻視が活発となりjまた , ｢妻が自分に危害を加えようとしている」 と述べ，妻への暴力がしば

しばみられるようになったため，同年7月，紹介にて当院（精神科）初診:DLBにともなう幻覚
妄想状態の増悪と診断し，入院にて治療を行うこととした。薬物療法，専門リハビリテーキョン
にて病状は徐々に改善し， 2020年5月に退院。特別養護老人ホームへ入所し，引き続き,当院に

て定期的に通院加療を行っている。

各種検査

長谷川式認知症スケール回 8 点（ 2021年4月10日実施）口実施不可

MMSE 国 7 点( 2021年4月
す ら ‐

▽

10日実施） ロ実施不可
● タ

脳画像検査 図検査名： 頭部MRI .(2018年7月 5日実施） 口未実施
ダ

脳の萎縮または損傷等の有無

図あり ゲ

、

所見（部位・程度等） ：側頭葉内側面（海馬領域）に中等度，側頭葉前方

～前頭葉～頭頂葉に軽度の萎縮を認める。

ロなし ‘

知能検査 ロ検査名：

検査結果：三

.『 （。 年 月 日実施) 、

､

その他 図検査名：ド戸パミントランスポーター(DaT)シンチグラフイー(2018年7月5日実施）
検査結果：両側線条体におけるDaTの著明な集積低下

短期間内に回復する可能性

口回復する可能性は高い 国回復する可能性は低い ロ分からない

(特記事項） ． ．

3判断能力についての意見

ロ契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる。 ‘

口支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することが難しい場合がある。 ．

口支援を受けなければ,契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

図支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。
I

(意見）※慎重な検討を要する事情等があれば，記載してください。 ザ



モデル事例1 ：認知症(重度)，施設入所【裏面】

五(家庭裁判所提出用）

判定の根拠

（1）見当識の障害の有無

ロ障害なし□ときどき障害がみられる口頻繁に障害がみられる回いつも障害がみられる

［愚鰄繩雪輔ぞ釜駕雛彗霊字においても， 圓的に沿った単独での）
(2)他人との意思疎通の障害の有無

ロ問題なくできる □だいたいできる 画あまりできない □できない

（熱譲繍菌雛壹識?簡単な問いに対する返答等はできるが， しばしば ）
(3)理解力・判断力の障害の有無
。一人での買い物が

口問題なくできる □だいたいできる □あまりできない 国できない

.一人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

口問題なくできるロだいたいできる ロあま’りできない 国できない

（笠譲遷鯉嫌鱸餓曜劇纈鶚織轆耀辮）
(4)記憶力の障害の有無

・最近の記憶(財布や鍵の置き場所や，数分前の会話の内容など）について

口障害なしロときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる国いつも障害がみられる

－．過去の記憶(親族の名前感自分の生年月日など)について
口障害なし‐□ときどき障害がみられる回頻繁に障害がみられるロいつも障害がみられる

〔錨灘蕊季甑難薑概鰯霊建鱸零溌諜繕蕊渓〕
いる。

(5)その他(※上記以外にも判断能力に関して判定の根拠となる事項等があれば記載してください｡ ） ．

[織蕊灘轄蒸撫溌聯錨熟〕
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的・社会的な生活状況等）

（ 〕
※ 「本人情報シート」の提供をロ受けた 回受けなかった

（受けた場合には，その考慮の有無考慮した事項等についても記載してください。 ）

〔 ）
以上のとおり診断します。

病院又は診療所の名称・所在地

担当診療科名

担当医師氏名

年9 月10 日2021

○○県○○市○○町○○－○○

○○○○

○○ ○○ ③

【医師の方へ】
ゅ･…...･････.･･･.…･･….｡.｡.…….。……･…････….･･….…･･….....｡.…...｡..｡.｡....｡.･･.｡.…｡.･･･････････････………･･････…･…･……････….....……...….…...…6..........…..….…........….….…….＄

i※診断書の記載例等については，後見ポータルサイト (https://www.courts.go.jp/saiban/koukenp/)か：
． §

； らダウンロードできます｡

；※参考となる事項欄にある「本人情報シート」とは,本人の判断能力等に関する診断を行う際の補助資料とし ；
§ て，本人の福祉関係者が作成するシートです。提供があった場合は，診断への活用を御検討ください。

；※家庭裁判所は,診断書を含む申立人からの提出書類等に基づき,本人の判断能力について判断します(事案：
； によって医師による鑑定を実施することがあります｡)。
~■■●■■●■■●■■･■■･■■■e■■･■｡■■■■■■■毎･■■BBpD･･｡｡｡･･････G白･･･■｡｡■■白■･■■･巳･■■■･･■･■■･巳白白岳･■･■■･■･■｡｡■･■■･■■■･由■一･･句｡｡｡･･･■巴｡早■･DB･■･早巳･･･｡････････Q････････q･｡｡e･■･･､･･0...■.･･Q･.■｡､白.

‘ 2/2 伶和3年10月掴
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I

臣宇兀事夙豆~了諏ﾛ症一睡蘆こ串零面F了一志毛7〒葱居~【表面1

●

唖．(家庭裁判所提出用）
診断書(成年後見制度用）

子
1/2

裏面に続く

－17－

1氏名 ○O○○ 男②
○○○○年○ 月○日生（ 62歳）

住所○○県○○市○○町○○一○○ ． ．

2医学的診断

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 ）
旬

アルツハイマー病(AD:若年性認知症) ･
■ C

6

所見（現病歴，現症，重症度，現在の精神状態と関連する既往症･合併症など）

2014年（55歳） , 会社の事務職をしていたが

職場でも家庭でも明らかな物忘れがみられるよ
，仕事上のミスが多くなっていた。2016年には

C

うになったため, A病院神経内科を受診。ADの
診断のもと，薬物療法が開始された。仕事は職場での支援を受けながら続けたが，2018年12月，

1年間の休職の後，退職。 2018年4月以後，当院（精神科）で通院に訪問看護を併用し治療を続
けている。 2019年よりデイケアを開始。訪問介護等の介護保険サービスも併用し，在宅療養を
支えているが,最近は,計算，預金の出し入れも難しくなり，単身の生活のため,徐々に生活上
の困難がみられるようになっている。 ６

■

も ‐

ﾛ

『

● 1

各種検査

『 0

■ －

＋

● 0

長谷川式認知症スケール国 16 点( 2021 年7月15日実施） ロ実施不可
MMSE. 国 18 点(. 2021 年7月15日実施） ロ実施不可

脳画像検査 国検査名： 頭部CT ( 2016 年7月 1日実施） ロ未実施

脳の萎縮または損傷等の有無

図あり

所見(部位･程度等) ：側頭葉内側面(海馬領域）に中等度頭頂葉に軽
度の萎縮を認める。

口なし

知能検査 口検査名： （ 年 月 日実施）

検査結果：
ｳ 6

－● ■ e e

ざ

その他 図検査名：脳血流シンチグラフィ一(SPECT) ( 2016 年7 月 1日実施）

検査結果：後部帯状回，模前部の有意な血流低下，

‐ L● b

短期間内に回復する可能性
勺 6

口回復する可能性は高い 図回復する可能性は低い 口分からない

(特記事項）

3判断能力についての意見

ロ契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる。

口支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することが難しい場合がある。

田支援を受けなければ,契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

口支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。
F ，

1 ．
も り

(意見）※慎重な検討を要する事情等があれば,記載してください。 、
■



モデル事例2：認知症(軽度～中等度)，在宅，独居【裏面】

匡団(家庭裁判所提出用）

判定の根拠
(1)見当識の障害の有無

ロ障害なし口ときどき障害がみられる回頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる

〔ケ巽壁舞職鬘謹篁瀦篭少し離れた所では道に迷うため，携帯電話で ）
(2)他人との意思疎通の障害の有無

図問題なくできるロだいたいできる□あまりできない口できない

（ 日常会話はよく成立し･疎通も良好である。 ］
(3)理解力・判断力の障害の有無

。一人での買い物が

ロ問題なくできる□だいたいできる国あまりできない口できない

。－人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

口問題なくできる口だいたいできる図あまりできない口できない

［織離懲篭鱗聯寒き琴欝鑿，と麓蒋磐篭罵ﾕ鴬鶴撫暹｡｝
(4)記憶力の障害の有無

・最近の配憶（財布や鍵の置き場所や，数分前の会話の内容など）について

ロ障害なしロときどき障害がみられる田頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる

′ ・過去の記憶（親族の名前や， 自分の生年月日など）について

ロ障害なし回ときどき障害がみられる口頻繁に障害がみられる□いつも障害がみられる
近時記銘力の低下が著明で，重要な行事予定， 日課等も覚えることは困難で，その都度，

｛蟇辮呼認するようにしてい…肌若い頃の経験等の遠隔記…” ］
(5)その他（※上記以外にも判断能力に関して判定の根拠となる事項等があれば記載してください。 ）

鰐識議瀧撫熱灘辮職便職）
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的・社会的な生活状況等）

（ ）
※ 「本人情報シート」の提供を国受けた 口受けなかった

（受けた場合には，その考感の有無，考慮した事項等についても記戦してください。 ）

腱鶏篭誉蝋蕊繍議麓蓑鰯鮮轤）
以上のとおり診断します。

病院又は診療所の名称・所在地

担当診療科名

担当医師氏名

2021年10 月 14日

○○県○○市○○町○○一○○

○○○○

○0○○ ⑨
【医師の方へ】

≠●●■●●■●■■●白●■●●由●●●●の●｡●●■●●■e●■●■■●■G●■●■＆●■｡●G●●●●･●●●●●●●●●早●●●●●●●●●OG●｡●●●●●●●●●●●・●●e●●●･・・・・DC・・・・・由・・・・・｡｡■e■■■・■･･串･･昏・■■｡G①■■G

；※診断書の記載例等については，後見ポータルサイト (https://www.courts・go.jp/saiban/koukenp/)か；

； らダウンロードできます。

；※参考となる事項棚にある「本人情報シート」とは,本人の判断能力等に関する診断を行う際の補助資料とし ：

§ て，本人の福祉関係者が作成するシートです。提供があった場合は，診断への活用を御検討ください。

：※家庭裁判所は,診断書を含む申立人からの提出書類等に基づき，本人の判断能力について判断します(事案：

； によって医師による鑑定を実施することがあります｡)。
｡………･…….｡.･･.｡…･….｡。....….…….…...….….….…........….….......…...........｡.............…...…..….....…j……….......……..….….….…......…............…..........….…......｡、
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ノ

モデル事例3：知的障害(重度） ，施設入所【表面】

(家庭裁判所提出用） (表面）
診断害（成年後見制度用）ノ

” 男、
○○○○年○月○日生（○○歳）

1氏名 ○○○○

住所○○県○○市○○町○○一○○

医学的診断

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 ）

重度知的障害(F72 )

所見（現病歴,現症，重症度現在の精神状態と関連する既往症・合併症など）

8か月の早産にて出生，体重1350グラムでしばらくの間は保育器管理をされたがj染色体異常
などは認めない。初語6初歩ともに遅く，意味のある言葉が出ず， 3歳児健診で知的な遅れを指
摘された。幼稚園は周りとの交流ができず一人遊びで過ごした。小中学校は特別支援学級以後
は在宅で母と二人暮らしであったが，母が死去したために現在の障がい者支援施設に入所，現
在に至る。

2

各種検査
長谷川式認知症スケールロ ／ 点（ ・ 年 月 ，日実施） 口実施不可
MMsE □ 点（ 年・ 月 日実施） ロ実施不可

脳画像検査国検査名： 頭部MRI ( ○年○月○日実施） 口未実施
脳の萎縮または損傷等の有無 ，
国あり ； 、
所見（部位・程度等） ：大脳皮質全般に軽度な萎縮を認め,前頭葉及び側頭葉の

萎縮があるが程度は軽度であり，器質的な損傷はない。
口なし

知能検査 国検査名：田中・ビネー知能検査 （ ○年○月○日実施）
検査結果: IQ25と重度知的障害のレベルを認めた。

その他 ロ検査名： （ 年 月 日実施）
検査結果：計算能力としては一桁の加減算もできず，簡単な図形の模写などもできない。

｝

短期間内に回復する可能性 ≦－ 息"－ "…‐ ‐ ‐－－… ‐ － －－－－－ ‐ 一

口回復する可能性は高い 国回復する可能性は低い 口分からない
ー

(特記事項）

発育初期より精神発達の遅滞を認め，言語コミュニケーションができず，疎通性も著しく損な
われている｡今後，短期間でこのような状態が回復する可能性はないものと考える。

3判断能力についての意見

ロ契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる。

口支援を受けなければザ契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することが難しい場合がある。

口支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

曰支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

(意見）※慎重な検討を要する事情等があれば，記載してください。

1/2
裏面に続く
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モデル事例3：知的障害･(重度） ，施設入所【裏面】

仁匝(家庭裁判所提出用）

判定の根拠

(1)見当職の障害の有無

口障害なし□ときどき障害がみられる口頻繁に障害がみられる国いつも障害がみられる

〔季節や場所,時間などの概念が理解できず,生活上の広範園において支援を要してﾙ､る｡ ］
(2)他人との意思疎通の障害の有無

口問題なくできる口だいたいできる□あまりできない国できない

（理淑噸曼諦観輔鑪蝋蕊諦鰯曼蕊¥ほぼ不能であり， ）
(3)理解力・判断力の障害の有無
。一人での買い物が

口問題なくできるロだいたいできる□あまりできない日できない

｡一人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

ロ問題なくできるロだいたいできる□あまりできない国できない

（常謨麓皇f畷甲鯏，｡抽象峨事…解憾で曾て…物馴判断に" ）
(4)記憶力の障害の有無

・最近の記憶（財布や鍵の置き場所や，数分前の会話の内容など）について

口障害なし□ときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる国いつも障害がみられる

・過去の配憶（親族の名前や， 自分の生年月日など）について

ロ障害なしロときどき障害がみられる口頻繁に障害がみられる国いつも障害がみられる

（直前に示した物品などもおぼえておらず，記憶力の著しい障害を認める。 ）
(5) その他（※上記以外にも判断能力に関して判定の根拠となる事項等があれば記載してください。 ）

（ 簡単な読み書…とんどできず,物事の分別能力も著L<損なわれている状態である｡ 〕
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的・社会的な生活状況等）

（行壼鰹瑳寡鱒鑪騒轆震熟篁三菱諜襲聴鱒］
※ 「本人情報シート」の提供を国受けた 口受けなかった

（受けた場合には，その考慮の有無，考慮した事項等についても記載してください6 ）

〔圓々の日常生繕に捲ける状態や行鵬について､適応能力判断の参考とした。 ）
以上のとおり診断します。 ○○○○年○月○日

病院又は診療所の名称・所在地 ○○県○○市○○町○○一○○

担当診療科名 ○○○○

③担当医師氏名 ○○ ○○

【医師の方へ】
r･…･……･･･…･･…………･……｡.｡･･…･･………･……｡.……･･…………････｡｡････…･･･……､｡……･……｡｡…･……｡｡……･…………………………･………｡･･･…………･…･……。。…･………･･･：

；※診断書の記載例等については，後見ボータルサイト(https://www.courts.go.jp/Saiban/koukenp/)か：

： らダウンロードできます。 §
；※参考となる事項欄にある「本人情報シート」とは，本人の判断能力等に関する診断を行う際の補助資料とし ！

； て，本人の福祉関係者が作成するシートです。提供があった場合は，診断への活用を御検討ください。

；※家庭裁判所は,診断書を含む申立人からの提出書類等に基づき，本人の判断能力について判断します(事案；

； によって医師による鑑定を実施することがあります｡)。
｡早●､...................｡.....､．．①....．．.........◆......c,.｡.......．...e,.......．...．..G白....､..｡....．■..缶....巴｡．畳.........■■■■■■・■■｡D■■■■の■G･･■■･■■巴・■■･■■■■･･c・・■由｡■･■・・・■･■■･■■■■･■･･■■■
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モデル事例4：知的障害（軽度），在宅，親族と同居【表面】

豆(家庭裁判所提出用）
診断書（成年後見制度用）

子｢一三言雨司
1/2

-21-

｡

1 氏名 ○○○○ 男

住所 ○○県○○市○○町○○一○○

②
○○○○年○月○日生（○○歳）

2医学的診断

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 ）

軽度知的障害(F70)
0

所見（現病歴，現症，重症度，現在の精神状態と関連する既往症・合併症など）

幼少期より物覚えの悪さを周囲は感じるも，特に精査等は受けなかった。 小中と普通学級に

通うが成績は悪く，友人関係も限られた数人との交流程度で，授業の内容もあまり理解できて

いなかったらしい。

中学卒業後に現在の工場に勤めており，簡単な単純作業であぢもののミスが多く， しばしば
注意をされているとのことである。 ，

各種検査 ． ‘

長谷川式潔知症スケールロ 点（ 年 月 日実施） ロ実施不可
MMSE D 点（ 年 月 日実施） ロ実施不可

脳画像検査 Z検査名： 頭部CT ( . ○年○月○日実施） ロ未実施

C Q

p 、

脳の萎縮または損傷等の有無

-国あり

所見（部位・程度等） ：大脳皮質の全般的萎縮を認めるが,程度としては
軽度であり，器質的な損傷は認めない。

ロなし

知能検査 図検査名： 田中・ビネー知能検査（ ○年○月○日実施）

検査結果:IQ56という結果を認めた。 ．

その他 図検査名： （ 年 月 日実施）

検査結果： 2桁程度の簡単な加減算はできるが， 3桁になると誤答が多くなる。
漢字の害字b読字ほ7j,学生レベルであり;誤字も多い。 ．

短期間内に回復する可能性
口回復する可能性は高い 図回復する可能性は低い ロ分からない ‘

(特記事項） 、

発育初期よりの精神発達遅滞であり，今後,短期間でこの状態が回復する可能性はないものと考える。

3判断能力についての意見

口契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる。

回支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することが難しい場合がある。

ロ支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し,判断することができない。

口支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

(意見）※慎重な検討を要する事情等があれば，記載してください。



モデル事例4：知的障害（軽度） ，在宅，親族と同居【裏面】

五(家庭裁判所提出用）

判定の根拠

(1)見当識の障害の有無 ’

国障害なし□ときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる図いつも障害がみられる

（鰯綴i季節などの理解は出来ており，そのことにおける社会生活上の特記すべき 〕
(2)他人との意思疎通の障害の有無

ロ問題なくできる国だいたいできる□あまりできない□できない

〔内蹴競講霊壹雲頚鰯綿職斑は特記すべき障害は帆､が， ］
(3)理解力・判断力の障害の有無

。－人での買い物が

ロ問題なくできる国だいたいできる□あまりできない□できない

。一人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

ロ問題なくできる国だいたいできる□あまりできない□できない

（綴?灘曼職毒ているが，複雑なことや圃時にいくつもの事の理解や判断は困難〕
(4)記憶力の障害の有無丸

・最近の配憶（財布や鍵の置き場所や，数分前の会話の内容など）について 、

口障害なし国ときどき障害がみられる□頻繁に障害がみられる口いつも障害がみられる

・過去の記憶（親族の名前や， 自分の生年月日など）について

口障害なし国ときどき障害がみられる口頻繁に障害がみられるロいつも障害がみられる

（簡単縛柄においては障書は目立枕いが,同時にいくつもの事項が重なると忘れ易い。 ］
(5)その他（※上記以外にも判断能力に関して判定の根拠となる事項等があれば記載してください。 ）

艤:駕駕鰹鱒蹴忌鴛孟鰯‘．〕
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的・社会的な生活状況等）

(過去に収入に不釣り合いな高額ﾛｰﾝを組んだこともあり,金銭管理に支援が必要と思われる｡）
※ 「本人情報シート」の提供を国受けた 口受けなかった

（受けた場合には，その考慮の有無，考慮した事項等についても妃載してください。 ）

(は職活の全般的状況についての情報提供を受けたが，判断能加医学的判断においての勘案事項）

以上のとおり診断します。 ○○○○年○月○日

病院又は診療所の名称・所在地 ○○県○○市○○町○○－○○

担当診療科名 ○○○○

，担当医師氏名 ○○ ○○ ③
【医師の方へ】
;……...．..….…．.．....…….…..｡.....…….…･….･･･.･･･｡.…...｡..｡..…．..．…....…...．......….......．…....．......･･･････.･･.．.．...．.．…･･･……･･･････････････････････…････．.…．．……････…････…･･･…．．；

；※診断書の記載例等については，後見ポータルサイト (https://www・courts.go.jp/saiban/koukenp/)か；

； らダウンロードできます。

：※参考となる事項欄にある「本人情報シート」とは,本人の判断能力等に関する診断を行う際の補助資料とし ：

； て，本人の福祉関係者が作成するシートです。提供があった場合は，診断への活用を御検討ください。

；※家庭裁判所は,診断書を含む申立人からの提出書類等に基づき，本人の判断能力について判断します(事案：

;"…驚冥驚誕鷲雲雲講露呈鷲菫驚鮎…………………………………………………………
2/2 伶和3年10月鯛
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モデル事例5：精神障害（統合失調症） ，医療保護入院中【表面】

匡団(家庭裁判所提出用）
診断書（成年後見制度用）

早｢一夏舌雨司1/2

－23－

1 氏名 ○○○○

住所

↑

○○県○○市○○町○○－○○

③ 女

○○○○年○ 月○ 日生（ 57 歳）

2，医学的診断
↓ ｳ

↑

診断名（※判断能力に影響するものを記載してください。 ）

統合失調症（妄想型）

●

所見（現病歴，現症，重症度，現在の精神状態と関連する既往症・合併症など)

高校を卒業後，東京の専門学校に通っている時，発病。 「電車に乗ると、皆が自分を監視し
ている」 ， ｢完全犯罪で殺される」等の考えが浮かびj続いて本人を非難する内容の幻聴が間
断なく出現。錯乱状態となり， 1986年3月A病院へ入院。退院後も， しばらく同院へ通院の後， ，
帰郷の上， 1988年1月当院（精神科）を初診。以後、当院にて通院加療を行うもj幻聴が持続
するとともに， 「政治的に迫害されている」 「外国から電波で操られている」等の体系化した
被害妄想が高度に続いた。病状の再燃・増悪を繰り返し、入退院を6回ほど重ねた。
2019年1月からグループホームへ入居し，精神科デイケアへ通院していた。 2021年7月，格別
な誘因なく，妄想状態の著しい再燃あり，
も入院加療中である。

当院へ第7回目の入院加療を行う.こととなり，現在

1

1
ぴ

各種検査

長谷川式認知症スケールロ 点（ 年 月 日実施） 口実施不可
MMSE □ 点（ 年 月 ． 日実施） □実施不可
脳画像検査口検査名： （ 年 月 日実施） 国未実施

脳の萎縮または損傷等の有無

ロあり ．

所見（部位・程度等） ：

□なし

知能検査 ロ検査名： （ 年 月 日実施）

検査結果：実施していないが，知能水準には明らかな障害は認められないと考える。

その他 ロ検査名： （ 年 月 日実施）

検査結果： ’
1

短期間内に回復する可能性

ロ回復する可能性は高い 田回復する可能性は低い 口分からない

(特記事項）

3判断能力についての意見

口契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができる。

日・支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することが難しい場合がある。

口支援を受けなければ，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

口支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない。

(意見）※慎重な検討を要する事情等があれば，記戦してください。

1



モデル事例5：精神障害（統合失調症） ，医療保護入院中【裏面】

］ 贋2021

○○県○○市○○町○○一○○

○○○○

○○ ○○

●●■●●■■●●自巳●●●､■■●■■●■●■Bの■●●●OG●●●●●●●●●●●、●●■｡●■●●●●■■●■■＆■■｡■■■■e●●①●ゆり●●、●●●●●●●●｡●●●●●●●白●●●●●白●自白●■白●●■●■●●■e●■■●■■●■●●■e①●●◆

■
■
、

Ｆ
申
■
。
早
●
●
甲
■
。
●
凸
●
●
●
ｅ
ｅ
ｑ
■
卓
●
■
早
■
■
●
●
ロ
●
、
●
ｅ
●
●
●
●
●
ｓ
ｏ
■
■
●
■
日 ､■

■
■
●
●
■
●
■
■
●
■
●
●
●
●
●
●
凸
●
●
凸
●
●
Ｃ
■
●
●
●
■
●
●
●
●
Ｇ
ｃ
Ｃ
Ｕ
ｑ
ｏ
■
■
●
●
■
タ

■

■
●

■

●

※
※
※

診断書の記載例等に

ダウンロードできま弓

参考となる事項欄に由

，本人の福祉関係者力

家庭裁判所は，診断書

よって疾師に上島鑛計

I本人情報シート」とは，本人の判断1

成するシートです。提供があった場合

含む申立人からの提出書類等に基づき
実施することがあり主す_)‐

ﾌ等に関する診断を行う除の補助賢

，診断への活用を御検討ください‘
衣人の半ll断能力IF一ついで哨1時1 ゞ士君

て

心●■■●●D■●白■G●●■e■■●■●■｡■■●●｡●●●●、●●■●●●｡●①自白●■巳●■●■■●■･■早■●■E言．q●DCニニ■●●■●■●●亡ニコG■■

･･f･……･･･…･･…･･･････…････.｡･･･｡.｡,･･･.････……･･.｡…｡。…･…｡｡…･････…･…･･…･……

2/2

●●、●●●■CG■｡●●■eCDg●■■●■■●巳●g●●■●●●●GE舍舍
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(家庭裁判所提出用） (裏面）

判定の根拠

(1)見当識の障害の有無

国障害なしロときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられる□いつも障害がみられる

（
(2)他人との意思疎通の障害の有無

口問題なくできる 国だいたいできる □あまりできない □できない

〔
幻聴，妄想状態が活発の際，時に昏迷様状態を示すことがあり，その際は意思疎通が困難
となる。幻覚妄想症状は持続的に認められるが，情動面の安定している時は，概ね疎通は
可能である。 ．

(3)理解力・判断力の障害の有無

｡一人での買い物が

口問題なくできる 国だいたいできる □あまりできない □できない

｡一人での貯金の出し入れや家賃・公共料金の支払が

口問題なくできる 国だいたいできる 口あまりできない □できない

（

１
１

思考の論理性，理解力，判断力は概ね保たれているが，強固に体系化された妄想に関連した
事柄については，理解，判断ともに障害が認められる。

(4)記憶力の障害の有無

･最近の記憶（財布や鍵の置き場所や,､数分前の会話の内容など）について

国障害なしロときどき障害がみられるロ頻繁に障害がみられるロいつも障害がみられる
｡過去の記憶（親族の名前や， 自分の生年月日など）について

国障害なし口ときどき障害がみられる□頻繁に障害がみられる□いつも障害がみられる

（

" 窪溌
参考となる事項（本人の心身の状態， 日常的・社会的な生活状況等）

（け話騨蝋纈舗季｡長時間の身体活動姻難となっているが'病棟内にお
※ 「本人情報シート」の提供を口受けた 国受けなかった

（受けた場合には，その考慮の有無，考慮した事項等についても記載してください。 ）

（

）

）

）

１
１
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本人情報シート作成の手引
一

一

一

1 本人情報シートの位置付け

(1)本人の家庭的・社会的状況等に関する情報の必要性

成年後見制度の利用を開始するための申立てに際しては，鑑定の要否等を判断するため，

申立害等と併せて，医師の作成した診断書の提出をお願いしています。診断書は，家庭裁判

所が本人の半1断能力を判断するための重要な資料であり,本人の判断能力について医師に的
確に判断していただく必要があると考えております。

医師に判断能力についての意見を書いていただく際には，従前から，本人に対する問診や

家族等からの聞き取り結果各種の医学的検査の結果等を総合的に検討し，判断がされてい

たものと思われますが,本人の判断能力の程度等について意見を述べるに当たって，本人の

生活状況に関する資料が十分ではないということもあったのではないかと思われます。

医師により的確に判断していただくためには,本人を支える福祉関係者から,医師に対し，

本人の日常及び社会生活に関する客観的な情報を提供した上で，本人の生活上の課題を伝え

ることが有益ではないかと考えられます。

そこで，本人を支える福祉の関係者において，本人の生活状況等の情報をまとめたシート

を作成していただけるよう,新たに「本人情報シート」の書式を作成することとしました。

※ 『本人情報シート」の提出が難しい場合には， 「本人情報シート｣を添付することなく後見等開始の
ノ ’

申立てを行うことは可能です6もつとも，本人の判断能力等をより的確に判断するために，多くの事案

において，医師が診断する際の補助資料として提供されることが望ましいといえます。

(2) 「本人情報シート」の作成者について

｢本人情報シート」は，医師に本人の生活状況等を客観的に伝えることで,医学的な判断

をする際の参考資料として活用されることを想定しています。

したがって，本人の身近なところで，職務上の立場から支援されている方によって作成さ

れることが望ましいといえ，具体的には， ソーシャルワーカー（社会福祉士，精神保健福祉

士等)として本人の支援に関わっている方（介護支援専門員，相談支援専門員，病院。施設

の相談員，市町村が設置する地域包括支援センターや，社会福祉協議会等が運営する権利擁

護支援センターの職員等）によって作成されることが想定されます。

親族や本人が作成することは想定していませんので，本人及び親族の方には， 申立書に本

人の生活状況等を記載していただくことになります。

ソーシャルワーカーが自らの業務の－環として「本人情報シート」を作成する場合や， 当

事者間の合意によって定められた作成費用を依頼者が負担する場合もありますので，作成者

と依頼者との間で， 「本人情報シート」の作成を依頼する際の取扱い等についてご確認くださ

い。

〃

(3) 「本人情報シート」の活用場面‘

「本人情報シート」は，医師の診断のための補助資料として活用するほか，以下のような
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場面で活用することが考えられます。

①申立て前の成年後見制度の利用の適否に関する検討資料として

成年後見制度は，判断能力が十分ではない方を法律的な側面で支援する制度です。法的

な課題や福祉的な課題に対応するために成年後見制度を利用することは有益ですが，他方

で，本人が抱えている課題によっては，成年後見制度の利用では十分に対応できないこと

も考えられます。

制度利用の適否については，医療･福祉･介護の関係者のみならず，法律関係者も含め

て多職種で検討することが望ましいといえますが，その際， 「本人情報シート」によって

本人の状況について認識を共有することは，制度利用の適否に関する多職種での検討に資

するものと考えられます。

②家庭裁判所における成年後見人等の選任のための検討資料として

「本人情報シート」は,後見等開始の申立ての際に, 申立人から，診断書とともに家庭

裁判所に提出していただくことを想定しています。家庭裁判所は,本人の判断能力につい

て審査するとともに，誰を成年後見人等に選任するのかについても検討しますので， 「本

人情報シート」は，本人の判断能力の判定の際の参考資料として用いられるとともに，本

人の身上保護上の課題を把握し，本人にふさわしい成年後見人等を検討するための資料と

して活用することも考えられます。

③従前の後見事務の検証と今後の事務方針の策定のための資料として

後見開始後の本人自身の心身の状況や周囲の生活環境の変化に応じて，本人の有する生

活上の課題も変化していくものと考えられます。後見人も含む多職種で構成される「チー

ム」において，後見開始時に作成された「本人情報シート」の内容を確認することによっ

て今まで後見人を中心に進めてきた本人支援のアプローチを検証し， この結果を踏まえ

て，必要に応じて，本人の能力変化に応じた類型の変更や今まで進めてきた後見事務の方

向性について見直したり,あるいは，補助・保佐の場合には付与された代理権・取消権の

範囲を再検討したりするなど；今後の本人支援の在り方を検討することも有効であると考

えられます。

(4) ：本人情報シート記載ガイドライン及び本人情報シート記載例について 、

本人情報シート記載ガイドラインは，本人の判断能力等を診断するに当たって，参考とな

る内容の記載についての一般的な基準を示したものです。記載するに当たってのポイントや

留意事項等も含まれていますので，本人情報シートを作成する際に参照してください｡

本人情報シート記載例は，実務的に比較的多く見られる事例を想定し，本人情報シート記

載ガイドライ,ンに沿って作成したものです。

https://www.courts・go. ip/saiban/kouken後見ポータルサイト （

報シート」 (Word形式）

）から， 「本人情

のダウンロードができます。
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2本人情報シートの書式

本人情報シート（成年後見制度用）

溌この認賦承入の綱龍力等た鱒して跡ｵ職を行う際の繊篭簿として猛屑するととも仁蒙
鰯”ごおげる錘”ために細してZDただくことを想定していますb
瀦この緬な；恭入を支える祷証鱗答の万たよって微されることを観宕して‘'まずb
溌敏入儲シートの内割ごついてさら仁緩瀞したい舟勅物る場合川ご賦跡ｲｳ識蛎から間合ざが
されることも’あり講説 ；

作成日 、 、 年 月 日

匪囚 腫圖
氏 名

生年月日

氏 名： 印

職業(資格) ：

連絡先ノ

本人との関係：

年 月 日

1 本人の生活場所について

口自宅 （自宅での福祉サービスの利用

口施設･病院

→施設・病院の名称

ロあり □なし）

住所

2福祉に関する認定の有無等について

口介護認定 （認定白： 年 月）
口要支援（1 ．2） 口要介護（1 ．2．3．4
口非該当

年口障害支援区分（認定日: ′月）

口区分（1 ．2．3．465．6） ‘ ロ非該当
口療育手帳b愛の手帳など （手帳の名称

口精神障害者保健福祉手帳 (162．3級）

5）

〃

) (判定 ）

3本人の日常・社会生活の状況について

(1)身体機能･生活機能について

口支援の必要は怠い □一部について支援が必要 口全面的に支援が必要
（今後，支援等に関する体制の変更や追加的対応が必要な場合は，その内容等）

(2)認知機能について

日によって変動することがあるか：□あり□なし

（※ありの場合は，良い状態を念頭に以下のアからエま石チェックしてください。
エの項目は裏面にあります｡）

ア日常的な行為に関する意思の伝達について

口意思を他者に伝達できる □‘伝達できない場合がある
□ほとんど伝達できない □できない

イ 日常的な行為に関する理解について
口理解できる □理解できない場合がある

□ほとんど理解できない 口理解できない

ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について

口記憶できる 口記憶していない場合がある

□．.ほとんど記憶できない 口記憶できない

1/2
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本人が家族等を認識できているかについて

□正しく認識している 口認識できていないところがある

□ほとんど認識できていないロ認識できていない

エ

(3)日常・社会生活上支障となる行動障害について

ロ支障となる行動はない 口支障となる行動はほとんどない

口支障となる行動がときどきある ロ支障となる行動がある

（行動障害に関して支援を必要とする場面があればゥその内容，頻度等）

(4)社会・地域との交流頻度について
口週1回以上 口月1回以上 口月1回未満

(5)日常の意思決定について

□できる ロ特別な場合を除いてできる ロ日常的に困難 □できない

(6)金銭の管理について

ロ本人が管理している 口親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している
口親族又は第三者が管理している
（支援（管理）を受けている場合には，その内容・支援者（管理者）の氏名等）

4本人にとって重要な意思決定が必要となる日常・社会生活上の課題

（※課題については，現に生じているものに加え，今後生じ得る課題も記載してください｡）

5家庭裁判所に成年後見制度の利用について申立てをすることに関する本人の認識
口申立てをすることを説明しており，知っている。

口申立てをすることを説明したが，理解できていない。
口申立てをすることを説明しておらず，知らない。
.□その他

（上記チェックボックスを選択した理由や背景事情等）

延」

6本人にとって望ましいと考えられる日常・社会生活上の課題への対応策

（※御意見があれば記載してください｡）

2/2
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I|※ｼｰﾄに記載しきれない場合は，
| 別紙をつけていただくことも可能です。
、

3本人情報シート記載ガイドライン

函

本人情報シート(成年後見制度用）
－

渓この藷な；承ﾝ(の…力等M二湾して…識を行う鰐の緬毒簿として満房するとともに家
譲”弧ごお〃る琴理のため仁織してZ1ただくごとぎ頑瑳'してC1菱式
鞭この藷渥;衣/(を麦える祷証率言の万xごよって櫛f鋤ることを頑宕してい湊或
浜，衣/<信識シートの内容たついてさらに濡したj1点がある揚言Yごな；舜偵繊蛎から荷台ざが
さノZることもあり美菟

作成日 年 月 ‘ 日

回
氏名

生年月日

囮ﾖ園ノ

氏 名

職業(資格）

連絡先

印･~ ■■一一一

年 、月 そ 日

本人との関係８
１
Ｊ

1本人の生活場所について
ロ自宅： ′(自宅での福祉サービスの利用
ロ施設・病院

→施設・病院の名称

ぐ□あり． □なし）

住所

2福祉に関まる認定の有無等について；
年口介護認定 （認定日： 月） “＜

ロ要支援（1 ．2） ロ要介護（1 ．2．3．4．5）
口非該当
口障害支援区分（認定日： 年 月）
ロ区分（1 ．2．3．4．5．6） 口非該当
口療育手帳・愛の手帳など （手帳の名称 ） （判定 、 ）
口精神障害者保健福祉手帳 （1 ．2．3級）

卦
3本人の日常・社会生活の状況について
（1）身体機能ﾕ生活機能について‐ ‐
ロ支援の必要はない 口一部について支援が必要 口全面的に支援が必要
（今後,支援等に関する体制の変更や追加的対応が必要な場合は，その内容等）

||■(2)認知機能について
日によって変動することがあるか：□あり□なし ←
（※ありの場合は，良い状態を念頭に以下のアからエまでチェックしてください。
エの項目は裏面にあります｡） ．

、 ア日常的な行為に関する意思の伝達にづいて
口意思を他者に伝達できる 口伝達できない場合がある
ロほとんど伝達できない □できない
イ日常的な行為に関する理解について
口理解できる 、口理解できない場合がある
□ほとんど理解できない ロ理解できない
ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について
口記憶できる 口記憶していない場合がある
□ほとんど記憶できない‘ 口記憶できない

1/2
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、

i O本人情報ｼｰﾄの作成者力噸族等の第三者に｢本人情報ｼｰﾄ」による個人情報の提供を行う場合は,個人情報保謹の ｜

観点から,本人の同意を得るなど,作成者において適用される法令に沿った情報の取扱いを行うよう留意していただく必｜
要があります。

、－．．． 0．．－－■I■－－－－－－－．■■ ロ■■一一一q■■ ･■■ 0■■ 0■■ 0■■一一一．■■ 0■■一・■、一一一一一一一一一一‘ﾛ･D－－d■■ ロ■■ 。■■ ・■■ ロ■■一・■■ 0■■一一・■■ 0■■－0■■－0■■一一q■■一一q■■ 0■■ q■■ 0■■一一一〆

1 本人の生活場所について

現在,本人が自宅で生活しているか，施設（グループホーム，サービス付住宅を含む｡）又は病院で生活し
ているかをチェックしてください。施設又は病院で生活している場合は，施設又は病院の名称・住所も記載し
てください。

自宅での福祉サービスの利用については，訪問介護のほか，デイサービス，ショートステイなどを利用
しているときは， 「あり」にチェックしてください。

○
ノ

○

2福祉に関する認定の有無等について

○シートに記載されている認定を受けている場合には，該当欄にチェックしてください。
○認定日欄には,最終判定年月を記戯してください。

ノ

f ←‘

一
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戸

信一禾天而百箒~了狂套笙落あ涙現E引司
(1) 身体機能・生活機能について

申

○食事，入浴，着替え，移動等の日常生活に関する支援の要否を記載してください。なお， 自宅改修や福祉
器具等を利用することで他者の支援なく日常生活を営むことができている場合には， 「支援の必要はない｣に
チェックしてください。

○現在の支援体制が不十分な場合等で，今後，支援の方法，内容等を変更する必要がある場合には，その内
容を自由記載欄に簡潔に記載してください。

〆

(2)認知機能について

○アーエの各項目について，該当する欄にチェックを入れてください。なお，本人の状態に変動がある場
､合には，良い状態を念頭にチェックしていただき，状態が良くない場合で支援を必要とする場面について
は(3)に記載してください6
○ここでいう「日常的な行為」とは，食事，入浴等の日課や来訪する福祉サービス提供者への対応など，
概ね本人の生活環境の中で行われるものが想定されています。アーエの各項目についての選択基準は，以
下のとおりです。

・アについて ．

口意思を他者に伝達できる→日常生活上問題ない程度に自らの意思を伝達できる場合
口伝達できない場合がある→正確な意思を伝えることができずに日常生活上問題が生じる場合
□ほとんど伝達できない、 →ごく単純な意思（空腹である，眠いなど）は伝えることはできる

～

ものの，それ以外の意思については伝えることができない場合
□できない →ごく単純な意思も伝達できないとき

(※発語面で障害があっても，非言語的手段で意思が伝達できる場合には， 「伝達できる」とする｡）

・ イについて

口理解できる →起床・就寝の時刻や,食事の内容等について回答することができる場合
口理解できない場合がある→上記の点について，回答できるときとできないときがある場合
□ほとんど理解できない →上記の点について，回答できないときが多い場合

口理解できない→上記の点について，基本的に回答することができない場合

・ ウについて
P

ロ記憶できる →直前にしていたことや示したものなどを正しく回答できる場合

口記憶していない場合がある →上記の点について，回答できるときとできないときがある場合

□ほとんど記憶できない ；→上記の点について，回答できないときが多い場合

口記憶できない→上記の点について，基本的に回答することができない場合

二

」
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エについて ‘

□正しく認識している→日常的に顔を合わせていない家族又は友人等についても，会えば正しく
認識できる。

口認識できていないところがある→日常的に顔を合わせている家族又は友人等は基本的に認識で
きるが，それ以外は難しい。

□ほとんど認識できていない →日常的に顔を合わせている家族又は友人等と会っても，認識
できないことが多い。

口認識できていない →日常的に顔を合わせている家族又は友人･知人と会っても，基本的に認識
できない。

(3) 日常・社会生活上支障となる行動障害について

O行動障害とは，社会生活上，場面や目的からみて不適当な行動をいいます。このような行動の頻度に応じて，
該当する欄にチェックを入れてください。
○また，そのような行動障害があり，社会生活上，一定の支援を必要とする場合には，その行動の具体的な内容
や頻度について自由記載欄に記入してください。また，必要とされる支援方法等についても，分かる範囲で記載
してください｡

(4) 社会・地域との交流頻度について

○本人が日常的にどの程度，社会・地域との接点を有,しているのかを確認する項目です。介護サービスの利用，
買い物，趣味活動等によって社会・地域と交流する頻度を記入してください。

○なお，身体的な障害等により，外出は困難ではあるものの，家族や友人の来訪など， 自宅等で関係者と社会
的接点を持った活動をしている場合には，それも含めて回数を回答してください。

(5) 日常の意思決定について

○日常の意思決定とは，毎日の暮らしにおける活動に関して意思決定できる能力をいいます。項目についての

選択基準は，以下のとおりです。なお，特定の事項あるいは場面において本人の意思決定に支障が生じるとい

った事情があるときは， 4項に記載してください。

ロできる‐ →毎日の暮らしにおける活動に関して，あらゆる場面で意思決定できる。

口特別な場合を除いてできる→テレビ番組や献立,服の選択等については意思決定できるが，治療方

針等や居住環境の変更の決定は指示・支援を必要とする｡

口日常的に困難→テレビ番組や献立，服の選択等についてであれば意思決定できることがある。
□できない →意思決定が全くできない，あるいは意思決定できるかどうか分からない。

(6)金銭の管理について
○金銭の管理とは，所持金の支出入の把握，管理,計算等を指します。項目についての選択基準は,以下のとお
りです。
口本人が管理している →多額の財産や有価証券等についても，本人が全て管理している場合
ロ親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している

→通帳を預かってもらいながら，本人が自らの生活費等を管理している場合
口親族又は第三者が管理している→本人の日々の生活費も含めて，第三者等が支払等をして管理して

いる場合

人にとって重要な意思決定が必要となる日常r社会亜活王の課畠4

O現在または今後，本人が直面する生活上の課題を記載してください (例えば，介護・支援体制の変更の検討や，
訴訟，遺産分割等の手続に関する検討などがこれに当たります｡)。

篭瀞瀞瀞碧謡磯蒜晨壼辮溜碧･てぃ鯏榊剛でゞ
○上記チェックボックスを選択した理由や,本人力澗度利用に反対しているなどの背景事情がある場合には，分
かる範囲で記載してください。

5

6本人にとって

一百一筬華震筧薊 誌箒差碧等鵲享蓋簔誇鍵壱鵠蕊対応していくことが望ましいのかについ
て，御意見があれば記載してください。
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4本人情報シート記載例

モデル事例1 ：認知症（重度） ，施設入所【表面】 I

'本人情報シート（成年後見制度用）

※この緬賦恭入の…力等た鱒して震”…を行う磯の“灘簿として露するとともに家
""ごお〃る審理のためﾒご錨して4lた磨くことを想定していますb
※この罫面賦試火を交える震誕癖管の万たよって″されることを窪して4U湊詫
壌恭ス偉競シートの内観ごついてさらに羅霊'したい点劾鯵る場合には…1ｳ……'ら鰯合営が

されることもあり蕊すb

作成日 ○○○○年○月○日

回
氏 名

生年月日

昨筬君
氏 名：

職業(資格):

連絡先：

○○ ○○ 〔）（） ’○（〕

○○○○年○月○日 ○○県社会福祉士会相談員

○○一○○○○一○○○○

本人との関係:○○県社会福祉士会において成年後見制度の

専門相談窓口を設けており，入

所施設から本人情報ｼｰﾄ作成

の依頼を受けた。 ・

1 本人の生活場所について
口自宅 （自宅での福祉サービスの利用
回施設・病院： ‘

＃

ロ， あり :□なし）

→施設・病院の名称

住所

たっては

○○県○○市○○町○○一○○ 本人及び本人の妻と複数回面

・ 談し,施設関係者からの情報も

．福祉に関する認定の有無等について 参考にした。

園苔護薑襄援購冒); ﾙﾛ･蹄(,?:130｡s>J ｝
ロ・非該当
ロ障害支援区分（認定日： 年 月）
口区分（1 ．2．3．4．5．6） 口非該当
口療育手帳・愛の手帳など （手帳の名称 ） （判定 ）
口精神障害者保健福祉手帳 （1 ．2．3級）

本人の日常・社会生活の状況について

(1)身体機能・生活機能について ．
口支援の必要はない 口一部について支援が必要 国全面的に支援が必要
一 （今後ゞ介助等に関する体制の変更や追加的対応が必要な場合Iまその内容等）

2
、

3

2016年3月頃より心身状態が悪化し，同居の妻への暴力行為があったため， 7月に
専門医療機関（精神科）初診、入院となった。加療， リハビリテーションを受け，症状が改
善し， 2017年5月に退院と同時に現在の特別養護老人ホームへ入所した。食事はセッ
ティングがあれば自力摂取可能jそれ以外の日常生活については，ほぼ全面的に見守りや
声掛け，直接介助が必要である。現在の入所施設で安定した生活を送られている｡，

(2)認知機能について
日によって変動することがあるか：図あり □なし
（※ありの場合は，良い状態を念頭に以下のアからエまでチェックしてください。

エの項目は裏面にあります｡）
ア日常的な行為に関する意思の伝達について

口意思を他者に伝達できる Z伝達できない場合がある
□ほとんど伝達できない ロできない

イ 日常的な行為に関する理解について
口理解できる 図理解できない場合がある
□ほとんど理解できない 口理解できない
ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について
口記憶できる

目蕊繧瀧い場合がある回ほとんど記憶できない

1/2
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モデル事例1 ：認知症（重度） ，施設入所【裏面】

エ本人が家族等を認識できているかについて
□正しく認識している 国認識できていないところがある
ロほとんど認識できていないロ認識できていない

(3)日常・社会生活上支障となる行動障害について、
口支障となる行動はない ロ支障となる行動はほとんどない
図支障となる行動がときどきある ロ支障となる行動がある
（行動障害に関して支援を必要とする場面があれば，その内容,頻度等）

施設内の自室やトイレの場所がわからず，困惑しているときが多いが，適切な声掛け誘
導によって対応可能である。また日々のスケジュール（食事の時間や活動など）は理解
ができず，不安になると職員や他の入居者に尋ねることが多く，その対応が本人にとって
受け入れがたいものであると，不穏になることがある。

(4)社会・地域との交流頻度について
口週1回以上 ロ月1回以上 図月1回未満

(5)日常の意思決定について
ロできる 口特別な場合を除いてできる 図日常的に困難 □できない

(6)金銭の管理について
口本人が管理している 口親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している．
図親族又は第三者が管理している
（支援（管理）を受けている場合には，その内容・支援者（管理者）の氏名等）

妻が管理しているが，妻自身も高齢であり，本人との関係性が必ずしも良好ではないこ
ともあり，負担感が強い。また，施設から本人に必要な日用品や行事への参加費を求める
ときに，妻自身の判断で「不要」とされてしまうことが多い， とのこと。

4本人にとって重要な意思決定が必要となる日常・社会生活上の課題
（※課題については，現に生じているものに加え，今後生じ得る課題も記載してください｡）

本人は施設において，本人自身の楽しみや生活の豊かさを感じる機会が得られず，制限的な
生活になってしまっていることも否めない｡本人には収入（年金）があり，本人の意思決定を
支援しながら本人の興味関心を拡げるためにも活用できることが望ましい。また心身状態の変
化から今後，入院加療が必要となることも想定されるため，本人の意思を尊重しながら適切に
契約行為を行える第三者が存在することが，妻にとっても助けとなると考え,,そのことで妻と
の関係性の修復も期待される。 、

5家庭裁判所に成年後見制度の利用について申立てをすることに関する本人の認識
ロ申立てをすることを説明しており,､知っている。
田申立てをすることを説明したが，理解できていない。
口申立てをすることを説明しておらず，知らない。 ．
pその他
（上記チェックボックスを選択した理由や背景事情等）

本人には可能な限りわかりやすい言葉や図による説明を複数回行った。施設の相談員同席の
もと， また，妻の面会時，本人が作成者に馴染みを感じられたことを受け，作成者のみとも面
談した。その都度，新しい説明を聞く， という印象で，説明を理解することは難しいと感じら
れたが，その都度の説明においては， 「そんな人がいたらありがたいね」 「でも○○ちゃん（古
い友人の妹,というが本当は妻のこと）がいるからね」 という発言があった。

6本人にとって望ましいと考えられる日常･社会生活上の課題への対応策
（※御意見があれば記載してください｡） ‘

な識鰯蕊鯛碧藻受毒豊向籍憲襄薑薑蹄毫種秦慢套髻蕊織豊臺嘉蕗
える者が必要。また，比較的高額な年金や預貯金を適切に管理し，居所についても本人の状態

侯言?菫を誌孫購蓋識老蒋雲蟇臓驚露雪謹緩穰瀬鶉鰄溌毛蒜
求められる。
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モデル事例2：認知症(軽度） ，在宅,独居【表面】

本人情報シート（成年後見制度用）

※この夢面賦教人の判断能力等た湾して…鯵渉を行う磯の”淳縛として認するととも仁，宗
庭議”ごおける鐸理のため/こ麹して‘’ただくことを顔宕してい藷ずb
※、この…賦款火を支える福証癖寄の万たよって佑威されることを想定してい凄爽
※承入信報シートの内容たついてさらた擢露したい点ガ物る鍔合仁は跡や……Iら簡合ざが
されることもあり羨爽

○○○○年○月○日作成日

昨筬笥
氏 名：

回
氏 名： ○○ ○○ 〔~)○ ○C

○○市社会福祉協議会(社会福祉士）生年月日：○○○○年○月○日 職業(資格):」

連絡先：

本入との関係：

○○一○○○○一○○○○
I

●●中核機 目 ．、

1 本人の生活場所について
田自宅 （自宅での福祉サービスの利用

口施設d病院

→施設・病院の名称

国あり □なし） ‘

住所

2福祉に関する認定の有無等について
、国介護認定 （認定日:OOO○年O月）

口要支援('･2) 国要介護(↑ ｡2③.435)
口非該当
口障害支援区分（認定日： 年 月） ．

‘ 口区分（､1 ．2．3．4．5．6） 口非該当
口療育手帳・愛の手帳など （手帳の名称 ） （判定 ）
口精神障害者保健福祉手帳 （1 ．2．3級）

3本人の日常・社会生活の状況について
（1）身体機能・生活機能について
□支援の必要はない 国一部について支援が必要 口全面的に支援が必要
（今後介助等に関する体制の変更や追加的対応菰必要な場合ばその内容等) ‐‐一一

在宅で介護保険サービスを利用し，別居の長男や長女の支援を得て生活を継続している

が，最近は食材を大量に買い込んで腐らせる，サービス利用日や時間を忘れて外出するな

ど，サービス提供が受けられないことが増えてきている。ケアマネージャーはサービスの

見直しが必要だと考えている。

(2)認知機能について
日によって変動することがあるか：国あり□なし
（※ありの場合は, ．良い状態を念頭に以下のアからエまでチェックしてください。
エの項目は裏面にあります｡）
ア日常的な行為に関する意思の伝達について
国意思を他者に伝達できる 口伝達できない場合がある
ロほとんど伝達できない □できない

イ 日常的な行為に関する理解について
口理解できる 国理解できない場合がある
ロほとんど理解できない 口理解できない
ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について
口記憶できる 画； (記憶していない場合がある
□ほとんど記憶できない 口記憶できない
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モデル事例2:認知症（軽度） ，在宅，独居【裏面】

エ本人が家族等を認識できているかについて
口正しく認識している 回認識できていないところがある
□ほとんど認識できていないロ認識できていない

(3)日常・社会生活上支障となる行動障害について
口支障となる行動はない ロ支障となる行動はほとんどない
田支障となる行動がときどきある ロ支障となる行動がある
（行動障害に関して支援を必要とする場面があれば，その内容，頻度等）

鍋を焦がすことが， 3か月に1回程度ある。 IHは本人が希望していないため，使用し
ていない。ヘルパーが来る日や時間を忘れてしまい， 自宅にいないため，ヘルパーが支援
に入れないときが， 月に一，二回程度ある。

(4)社会・地域との交流頻度について
回週1回以上 ロ月1回以上 口月1回未満

(5)日常の意思決定について
□できる 国特別な場合を除いてできる 口日常的に困難 □できない

(6)金銭の管理について
口本人が管理している 図親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している
ロ親族又は第三者が管理している
（支援（管理）を受けている場合には,､その内容・支援者（管理者）の氏名等）

別居の長女が定期預金通帳を管理しているが， 日常的な金銭管理は本人が行っている。
最近は日常的な金銭管理が難しくなり，長女が社協の日常生活自立支援事業が使えない
か， と相談してきた｡

4本人にとって重要な意思決定が必要となる日常・社会生活上の課題
（※課題については，現に生じているものに加え，今後生じ得る課題も記載してください｡）

介護保険サービス提供事務所からは，ケアマネージャーがサービス利用を増やす必要があ
る， ということが本当に本人の意向に基づいているのかとの疑問が示されている。また，長男
や長女からは， これ以上本人に関わる時間がとれないなかで，本人の一人暮らしの継続につい
て心配との意見。本人は自宅以外の生活については一切考えておらず， どのように生活してい
くことができるか，かなり早急に検討していくことが必要になっている。

5家庭裁判所に成年後見制度の利用について申立てをすることに関する本人の認識
国申立てをすることを説明しており，知っている。
口申立てをすることを説明したが,理解できていない。
口申立てをすることを説明しておらず，知らない。
ロその他
（上記チェックボックスを選択した理由や背景事情等）

説明についての理解は良好。 しかし，長女にやってもらうのに手続きが必要なのか， と疑問
を述べられる。また，長女は仕事や家庭のことが忙しく，頼むのは悪いという気持ちや，長女
から「そろそろ施設に入ることを考えて」と言われた言葉に対して抵抗感を持っている。

6本人にとって望ましいと考えられる日常・社会生活上の課題への対応策

（※御意見があれば記載lぐてください｡）

本人は自分の希望や思いを他者に伝えることができ，その実現に向けて支援関係者はこれま
でも関わってきている。しかし，徐々に認知機能が低下していることはあり,支援体制をこれ

までとは違う内容で検討することも，本人の安全や安心のためには必要な,ことである。福祉サ
ービスの利用などの契約行為の代理ができる形が望ましく，本人もそれを希望している。家族
の思いも支えながら，安易に施設入所という選択肢にならないためには，第三者の担い手が，
本人の意思や意向を尊重しつつ家族とも調整をとっていくこと，そのために支援関係者と連携
体制をとり，チームとして本人を支えていく体制をつくれることが重要である。

(令和2年12月版）
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～

本人情報シート（成年後見制度用）

※この…な；承ﾝ《の…力等X二鱒して“か鯵断を行う際の緬舞料として活房するととも仁家
鐘溺”ごおげる諺理のために“していた磨くごとぎ頒宕していますも
※この牽賦敦入を支える頽逝癖菩の万たよって"されることを頚造して‘O羨式・
茨誠火癖シートの内容Xごつ〃てさらに鱈したL1点刀坊る穆合には“や霊溺”から間合ざが
されることもありま式

作成日 ○○○○年○月○日

回
氏 名

生年月日

囮遷ヨ
○○ ． ○○ 氏 名：

職業(資格)：

連絡先：

本人との関係：

○○ OC

○○○○年○月○日 障害福祉サービス計画相談（社会福祉士

○○一O○○○一○○○○

●● ＝

1 本人の生活場所について

口自宅 （自宅での福祉サービスの利用 □ありロなし）
田施設・病院

→施設･病院の名称一 障害者支援施設○○園

住所 ○○県○○市○○町○○－○○

2福祉に関する認定の有無等について
口介護認定 （認定日： 年 月）

ロ要支援（1 ．2） 口要介護（1 ．2．3．4．5）
，口 ；非該当
ロ障害支援区分（認定日： 年 月）
口区分（1 ．2｡3．4．5．6） ‘ 口非該当 ‘
国療育手帳・愛の手帳など （手帳の名称療育手帳 ） （判定 A2
口精神障害者保健福祉手帳 （1 ．2．3級）

）

3本人の日常・社会生活の状況について

（1）身体機能・生活機能について
口支援の必要はない □－部について支援が必要 国全面的に支援が必要
（今後，介助等に関する体制の変更や追加的対応が必要な場合は，その内容等）

本人は，在宅で母と二人暮らしだったが；母が8月に自宅で倒れているところを近隣住
民に発見され，救急搬送された。その翌日に母は死亡。本人は重度知的障害がありj母の
日常的な世話で生活をしていたが，母の死亡に伴い，在宅生活ができなくなり，行政が緊
急の措置として，現在の障害者支援施設に短期入所を行った。

(2)認知機能について
日によって変動することがあるか：口あり日なし
（※ありの場合は，良い状態を念頭に以下のアからエまでチェックしてください。
エの項目は裏面にあります｡）

ア日常的な行為に関する意思の伝達について

ロ意思を他者に伝達できる 口伝達できない場合がある
回ほとんど伝達できない □できない

イ 日常的な行為に関する理解について

ロ理解できる 回理解できない場合がある
ロほとんど理解できない 口理解できない
ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について

口記憶できる 国記憶していない場合がある
□ほとんど記憶できない 口記憶できない

1/2
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モデル事例3：知的障害（重度） 、 施設入所【表面】



モデル事例3 ：知的障害（重度） ，施設入所【裏面】

エ本人が家族等を認識できているかについて
口正しく認識している 口認識できていないところがある
田ほとんど認識できていない口認識できていない

(3)日常・社会生活上支障となる行動障害について
口支障となる行動はない □支障となる行動はほとんどない
国支障となる行動がときどきある □支障となる行動がある
（行動障害に関して支援を必要とする場面があれば，その内容，頻度等） 、

これまで，ほとんど外部のサービスを利用することなく， 自宅で母と2人で生活をしていた

ため，新しい環境になじむことが難しく，他の利用者や施設の職員に対して， 自分の思いどお
りにならないときに，手をあげようとすることがある。その場合はゆっくり対応することで落

ち着く。

(4)社会・地域との交流頻度について
‘ロ週1回以上 ロ月1回以上 国月1回未満

(5)日常の意思決定について
口できる， 口特別な場合を除いてできる 国日常的に困難 □できない

(6)金銭の管理について
ロ本人が管理している 口親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している
国親族又は第三者が管理している
（支援（管理）を受けている場合には;その内容・支援者（管理者)の氏名等）

緊急対応として，行政施設への短期入所を措置にて決定した。本人の金銭管理については，
事務管理として，行政から入所施設○○園に委任をしている（成年後見人等が選任されるま

で)。

○○園施設長○○○○氏

4本人にとって重要な意思決定が必要となる日常・社会生活上の課題
（※課題については，現に生じているものに加え,今後生じ得る課題も記載してください｡）

／

本人は母が亡くなったことをどのように受け止めて理解できているか, これまで本人と関わって

きた第三者がほとんどいないため，関係者による意思決定支援のための会議は開催できなかった。
しかし， 日常生活場面では食事については本人なりの希望や意思が示せるため,本人の意思を引き

出すことは十分可能ではないかと考える。今後，本人の日常生活の中で，意思決定支援に配慮した
対応がなされる環境であることが重要である。

5家庭裁判所に成年後見制度の利用について申立てをすることに関する本人の認識
ロ申立てをすることを説明しており，知っている。
国申立てをすることを説明したが，理解できていない。

口申立てをすることを説明しておらず，知らない。
□その他
（上記チェックボックスを選択した理由や背景事情等）

言語によるコミュニケーションが困難であるため，図を示したり，共に行動するなどして説明を

試みたが，本人がどのように理解することができたか，把握できなかった。 しかし，本人は， 自分
のことを見てくれる人や， 自分に向き合ってくれる人に対しては，好意的な態度を示す。後見人等
が選任されることで，本人と関わりを持つ支援関係者が増え，本人の生活の支援に向けて，選択肢
が広がることが可能となると考える。

6本人にとって望ましいと考えられる日常d社会生活上の課題への対応策
（※御意見があれば記載してください｡） ．

母の死という緊急事態への対応として措置による短期入所となっている。今後の安定した生活を

送るために，本人の意思を尊重し，意思決定支援に配慮し，方針を決定することが求められる。短
期入所から本入所契約をするのかどうかが当面の後見人の課題である．この課題に対応するために

は，本人を取り巻く支援関係者を増やし，本人を中心とした意思決定支援に向けての会議を開催す
ることが必要と考える。また，その後の社会生活の中で,本人が獲得する能力があると考えられる
ため，定期的に本人の状況を把握し，本人が支援を受ければできることを増やしていくことで成年
後見人等の権限，類型の見直しが必要である。

2/2 (令和2年12月版）
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臣亨兀事罰万~ﾃ弼礪雲~蔭函~了~涯毫ﾃ穎震蚕同居~【表面1

本人情報シート(成年後見制度用）

※この碧面賦承入の…力等た鱒して医”癖を行う際の識舞稗として活房するととも危家
錘”ごおげる簿”ために錨してj.'ただくことを葱造していますb
※どの夢面賦試ﾝ(差支える繕迦鱗菩の万たよって〃されることを葱造して‘'ま爽
浜承〆癖ｼｰﾄの内容Mごつ&jてさらに確溌したい点力妨る場合Ⅲご賦騨や繊鰄から厨合営が
されることもあり羨沈

作成日 ○○○○年○月○日

回 ’
氏 名:、 ○○O○

昨筬笥
氏 名：

ー

、

○○ OC

○○○○年○月○日生年月日： 職業(資格):．

連絡先：

○○市社会福祉協議会(社会福祉士

○○一○○○○一○○○○

本人との関係：
J =

1 本人の生活場所について
図自宅 （自宅での福祉サービスの利用

ロ施設・病院

一→施設・病院の名称

． ／

口あり 国なし）

住所

2福祉に関する認定の有無等について

ロ介護認定 （認定日g ・年 月） 、
□要支援（1 ．2) □要介護（1 ．2．3．4．5）
口非該当
口障害支援区分（認定日： 年 月）
ロ区分（1 ・2．3．4．5．6） 口非該当
口療育手帳･愛の手帳など （手帳の名称 ） （判定 ）
□．精神障害者保健福祉手帳 （1 ．2．3級）

3本人の日常・社会生活の状況について

（1）身体機能・生活機能について
口支援の必要はない 国一部について支援が必要一日全面的に支援が必要
（今後介助等に関する体制の変更や追加的対応が必要な場合は，その内容等）

本人は在宅で家族（両親、妹）と同居。中学校卒業後，父親の知人の紹介で現在の工場に
17年務めている。数年前より，職場の同僚や先輩に貸した金銭を返してもらえなかった
り，本人が希望していない物品（栄養食品）をローンで購入するなど，金銭管理においてト
ラブルが目立つようになった。心配した母親が地域の社会福祉協議会に金銭管理の支援に
ついて相談した。 日常生活の行為や就労については自分でできている。

2）認知機能について（
日によって変動することがあるか:□あり国なし
（※ありの場合は，良い状態を念頭に以下のアからエまでチェックしてください。
エの項目は裏面にあります｡）
ア日常的な行為に関する意思の伝達について
国意思を他者に伝達できる ロ伝達できない場合がある
□ほとんど伝達できない 口できない

イ・ 日常的な行為に関する理解について
図理解できる 口理解できない場合がある
口ほとんど理解できない □、理解できない
ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について
ロ記憶できる 国記憶していない場合がある
ロほとんど記憶できない 口記憶できない
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エ本人が家族等を認識できているかについて
回正しく認識している ロ記識できていないところがある
□ほとんど認識できていない口認識できていない

(3)日常・社会生活上支障となる行動障害について
口支障となる行動はない 回支障となる行動はほとんどない
口支障となる行動がときどきある ロ支障となる行動がある

I員

(4)社会・地域との交流頻度について
国週1回以上 □月1回以上 口月1回未満

(5)日常の意思決定について
口できる 国特別な場合を除いてできる 口日常的に困難 口できない

(6)金銭の管理について
口本人が管理している 図親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している

の内容・支援者（管理者）の氏名弓

4本人にとって重要な意思決定が必要となる日常・社会生活上の課題
（※課題については，現に生じているものに加え，今後生じ得る課題も記載してください｡）

日常生活が大きく変化する可能性は今のところないが，職場の同僚や先輩との関係において，本
人の意思に沿わない金銭の使い方になってしまうことがあり，その場合は、本人とともにお金の使
い方を考える人や，状況によっては取消し等の対応ができる人が必要となる。また,近々本人が就
職したときから本人を支えてきた上司（社長）が退職するため，本人の職場の中での立ち位置や就
労内容に変化が生じる恐れがある。必要に応じて手帳の取得や障害福祉サービスの利用について，
本人への情報提供等が求められる。

家庭裁判所に成年後見制度の利用について申立てをすることに関する本人の認識
図申立てをすることを説明しており，知っている。
□申立てをすることを説明したが，理解できていない。
ロ申立てをすることを説明しておらず，知らない。
□その他
（上記チェックボックスを選択した理由や背景事情等）

5

母親ははじめ， 日常生活自立支援事業の利用を希望したがツ本人の状況や今後予測される変化に
応じた対応ができる成年後見制度（補助が想定される）を本人にも説明したところ，本人には始
め， 「親に相談するから必要ない」 と言われた．しかし，実務に詳しく経験のある専門職を紹介し，
話を聞いてもらう時間を設けたところ， 「こんな人に相談できるのであれば、お願いしてもいいか
も」 という気持ちの変化がみられた。

6本人にとって望ましいと考えられる日常･社会生活上の課題への対応策
（※御意見があれば記載してください｡）

本人は日常的なことは家族の支援を受けて自立してできているので， 日常的なことを超えるよう
な特別な状況（職場の人や知人からウお金を貸してほしい，何か購入してほしい）を言われたとき
には相談をすることができるように， まずは本人との関係構築に努めてほしい。その上で，将来を
見据えて障害福祉サービスの必要性の判断や手帳の取得など，福祉関係者との連携を構築し，本人
が望む生活を安心して継続できるよう，法的権限をもって関わってほしい。代理の必要性は現時点
ではすぐにはないが，将来は福祉サービスの利用契約があるとよい。また，限定的な取消権も本人
と話し合って決める必要がある。

(令和2年12月版）
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モデル事例4：知的障害（軽度） 9 在宅，親族と同居【裏面】

家族関係は良好である。工場での作業では,指示の出し方によって，理解ができず，時間が
かかったり間違えることがある。しかし、ルーティン作業については，問題なく作業に取り組
める ｡

預貯金は母親が通帳を管理している。給料は本人が通帳を管理し， 日常的な買い物等は自身
で行っている6通常黒字であるので，給料支給時に残金は預金している。 ときどき給料支給前
に本人管理の通帳が残高不足になることがあり，お金を貸したり,必要外の物品を買つ．ている
ことがわかった。

”



本人情報シート（成年後見制度用）

茨この…賦菰火の…力等机二関して医駒…を行う際の”埼稗として港屑するととも腫家
躍溺”ごおげる鐸理のためJご麹しても'ただくことを瀕宕してい湊式
※この壷賦・菰ﾝ《を支える藺迦癖寄の万たよって炊威されることを葱竃してぃ凄爽
茨承入癖シートの内割ごつ‘'てさらに麓認したい点がある穆合には蕊ｲｳ職…'ら〃合営ガf
されることもあり湊詫

作成日 ○○○○年○月○日

床刀
氏 名：

生年月日：

匪亟ヨ
○○ ○○ 氏 名：

職業(資格)：

連絡先：

本人との関係：

○○ OC

○○○○年○月○日 病院職員（精神保健福祉士

○○病院医療相談室

●● 院後生
″

1 本人の生活場所について
口自宅 （自宅での福祉サービスの利用

回施設・病院

ロあり ロなし）

→施設・病院の名称

住所 ○○県○○市○○町○○一○C

2福祉に関する認定の有無等について
口介溌認定 (認定日: 年 月） ・
ロ要支援(1 ． ．2） 口要介護（1． ．2．3．4，5）
口非該当
口障害支援区分（認定日： 年 ， 月）
口区分（1 ．2．3．4．5．6） 口非該当
口療育手帳･愛の手帳など （手帳の名称 ） （判定

回精神障害者保健福祉手帳 （1 ．②･3級）
）

3本人の日常・社会生活の状況について

（1）身体機能・生活機能について
国支援の必要はない ロー部について支援が必要- ・ ロー全面的に支援が必要
（今後，介助等に関する体制の変更や追加的対応が必要な場合は，その内容等）

病状は回復しており，退院後はグループホームの再入所及び精神科デイケアの再利用が
予定されている。まとまったお金が手元にあると，政治関連の書物を買い込むことがある。
金銭管理に関して，収支の計算や声かけ，見守りが必要である。

(2)認知機能について
日によって変動することがあるか：国あり□なし
（※ありの場合は，良い状態を念頭に以下のアからエまでチェックしてください。
エの項目は裏面にありますd)
ア日常的な行為に関する意思の伝達について
回意思を他者に伝達できる 口伝達できない場合がある
ロほとんど伝達できない ロできない

イ日常的な行為に関する理解について
国理解できる 口理解できない場合がある
□ほとんど理解できない 口理解できない
ウ日常的な行為に関する短期的な記憶について
田記憶できる 口記憶していない場合がある
ロほとんど記憶できない ロ記憶できない
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モデル事例5：精神障害（統合失調症） 『 医療保護入院中【表面】



モデル事例5：精神障害（統合失調症） ，医療保護入院中【裏面】

エ本人が家族等を認識できているかについて
国正しく認識している 口認識できていないところがある
ロほとんど認識できていない口認識できていない

(3)日常・社会生活上支障となる行動障害について
口支障となる行動はない ロ支障となる行動はほとんどない
図支障となる行動がときどきある 口支障となる行動がある
（行動障害に関して支援を必要とする場面があれば，その内容，頻度等）

ご本人は自身に「危害が加えられる」 との不安が常にある。不安が強くなると自室に閉じこ

もりがちになり,､服薬や食事が疎かになる。現在は入院中で不安な気持ちは軽減しているが，
退院後の生活には不安があるという。また気持ちが大きくなって不必要な買い物をしてしまう
こともあったが，落ち着いている時には充分自己管理できる。

(4)社会・地域との交流頻度について
口週1回以上 回月1回以上 口月1回未満

(5)日常の意思決定について ．
□できる 日特別な場合を除いてできる 口日常的に困難 口できない

(6)金銭の管理について
口本人が管理している 口親族又は第三者の支援を受けて本人が管理している
国親族又は第三者が管理している
（支援（管理）を受けている場合には↑その内容・支援者（管理者）の氏名等）

手元に金銭があればすぐに使い切ってしまう傾向があり，入院前のグループホーム入所
中は近隣に住む親族が金銭を1週間分ずつ渡すなど，支援付で自己管理していた。親族は
高齢なためこれ以上の支援は難しくなっている｡

4本人にとって重要な意思決定が必要となる日常・社会生活上の課題 ，
（※課題については，現に生じているものに加え，今後生じ得る課題も記載してください｡）

課題については，病院内の医療保護入院者退院支援委員会で協議を行った。これまで， ご本
人の財産管理（税金支払い，年金管理，不動産管理等）は親族が代わりに行ってきた。今後は
頼めなくなるため,大金の管理や複雑な事務手続きに関してご本人は不安を感じており，支援
を必要としているということを確認した。

5家庭裁判所に成年後見制度の利用について申立てをすることに関する本人の認識
回申立てをすることを説明しており，知っている。
口申立てをすることを説明したが，理解できていない。
ロ申立てをすることを説明しておらず，知らない。
□その他
（上記チェックボックスを選択した理由や背景事情等）

今回の入院直前は非常に苦しい体験があったという。退院後グループホームで自立した生活
を送るためには，金銭管理や健康維持へのアドバイスができる支援者が必要であることを理解
している。健康状態の悪化のサインなどは「自分では気がつかないことが多い」 とご本人は述
べる。

本人にとって望ましいと考えられる日常・社会生活上の課題への対応策
（※御意見があれば記載してください｡）

6

金銭管理については， 1週間分を手渡すという方法を取れば自己管理可能と思われる。また
グループホームの職員と連絡を取りながら，ご自身では気がつかない健康状態の変化などを把
握する。変化があった場合はご本人に伝えたり，病院と共有するなど連携を取る必要がある。

(令和2年12月版）
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